
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

九

二

号

大
阪
市
職
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
違
憲
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

服

部

良

一
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大
阪
市
職
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
違
憲
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
阪
市
は
二
月
一
〇
日
か
ら
一
六
日
の
間
、
同
市
職
員
に
対
し
て
、
政
治
活
動
及
び
組
合
活
動
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
市
は
、
市
長
部
局
の
全
職
員
を
対
象
に
、
市
役
所
の
サ
ー
バ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
内
部
メ
ー
ル

の
点
検
調
査
に
着
手
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
市
特
別
参
与
の
弁
護
士
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
既
に
サ
ー
バ
か
ら
メ
ー
ル

デ
ー
タ
が
取
り
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
対
象
職
員
に
対
す
る
事
前
通
知
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
同
市
特
別

顧
問
の
弁
護
士
は
市
に
対
し
て
、
外
部
と
の
送
受
信
記
録
の
提
供
も
求
め
て
い
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
き
内

閣
の
見
解
を
質
問
す
る
。

一

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
各
職
員
の
思
想
・
良
心
の
自
由
（
憲
法
一
九
条
）
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
（
同
一
三
条
）
、
労
働

基
本
権
（
同
二
八
条
）
、
政
治
活
動
の
自
由
（
同
二
一
条
）
等
を
侵
害
し
、
又
は
そ
の
行
使
を
事
実
上
阻
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
憲
法
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

二

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
即
時
中
止
し
、
こ
れ
ま
で
に
回
収
さ
れ
た
回
答
は
、
開
封
、
集
計
等
を
一
切
せ
ず
、
す
べ
て
廃
棄

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

今
回
実
施
さ
れ
て
い
る
内
部
メ
ー
ル
調
査
は
、
個
人
情
報
保
護
に
係
る
法
令
、
規
範
、
慣
行
等
に
抵
触
す
る
と
と
も
に
、

一



一
で
例
示
し
た
職
員
の
諸
権
利
及
び
自
由
を
侵
害
し
、
又
は
そ
の
行
使
を
事
実
上
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
外

部
と
の
送
受
信
記
録
が
提
供
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
は
な
い
か
。

四

同
内
部
メ
ー
ル
調
査
は
手
続
き
に
瑕
疵
が
あ
り
、
既
に
取
り
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
即
時
廃
棄
す
べ
き
で
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


